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高速艇 の 船底衝撃圧 の 実船計 測結果 に つ い て
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By　Masashiro 　 KOYANAG 工，　 Sumihiro 　EGUCHI ，　 Hiroshi　 TERAO ，

　　Mamoru 　 UCHIDA ，　 Seizo　MOTORA （ルrember ）

　　 The 　impact 　pressure 　 which 　 occured 　upon 　 the 　bott【〕m 　 of 　 a　high　 speed 　hard 　 chine

deep　 V 　 form 　 small 　 craft （YAMAIIA 　 STR −20HT ） running 　 in　 roug1 ユ seas 　 was

rneasLired ．　 The 　vertical 　 accelerati 〔）n 　at 　bow 　and 　 g．　tern 　and 　t1ユe 　Motioll 　（pitching　and

rolli エ】g） of 　thc　 craft 　 wcrc 　 also 　 meaEured ．

　　 The 　 fuU　 scale 　 experiment 　 was 　 carried 　 out 　 at　 Imagire 　 just　 out 　 of 　 the 　 Lake

Hamana ，　 that　 is，　 the　 sea 　 of 　 Enshu 　between 　1975　 and 　ユ977　 by　tbe 　Japan　Craft
Inspection　Organization ，

　　C。 ncluding 　 remarks 　 of　this 　 experiment 　 are 　 as 　fo11ows，
　　（／） Large 　 impact 　 pressures 　 and 　 accelerations 　 were 　 observed 　in　condition 　of

ahead 　 and 　 oblique 　seas ．

　　（2） The　porpoisillg 　occured 　in　heavy　sea ，　 and 　the　 maximum 　 pressure （5kg／c 皿
2
）

was 　 recorded 　 at　 the 　 stern 　 of 　 the 　 craft ．

　　（3）　Smallor 　 the　dead　rise 　 angle 　of 　 tlle　surface 　whcre 　thc 　pressurc 　gage 　 is

installed　 becomes　 largcr　 the 　 impact 　 pressure 　繕ets ．　 And 　these 　 values 　 belong 　to

lQg−norma ！ distribution　 as 　 statistical 　 characteristics ．

　　C4）　The 　 maximum 　 expccted 　 impact 　 pressure 　which 　acts 　 upon 　a　 high　speed

small 　craft 　within 　its　life　seeins 　to　be　a　function　of 　dend　rise 　angle 　of 　the 　surface

where 　the 　pressure　gage 　has 　been　attaehed ，

1 ．緒 言

　日本小型船舶検査機：1諸孳で は 昭和50年度か ら52年度1こ

か け て 3 ケ 年瀕 こわ た り，設計及び 操船技術の 指針を

得 る た め ，高速艇の 船底 に 加 わ る衝撃水圧 に 関す る研

究を行 っ た ，こ の 研究 は 委員会組織で 行 わ れ，実ll齬．
卜

　
＊i昭和53年 11月 9 日　造船 3 学会秋季連合大会 に お

　　　　　　　　　　　 い て 講演

　 ＊＊東 京 大 学 工 学 部

＊＊；1二
東京大 学生産技術研究所

＊＊＊＊ 日本小 型 船 舶検 査 機 構

測 ，模型 試験，お よ び 数 値 シ ミ ュレ ーシ ョ ソ を 三 つ の

柱と して実施 された ，こ の うち，実船試験 は 日 本小型

船鋤検査機構の 職員 お よ び委眞全員で ，模型試験は 主

と L て 船研 で ，ま た 数値 シ ミ ュ レ ・一一シ ョ ソ は 主 と して

東 大 で 担 当 して 行 っ た ．また 実験艇 の 製作及び 実船計

測 の 準l！i「1及び ：li．測 に は ヤ マ ハ 発動｛幾船艇部が 全画的IL．

．
協力 した ．

　研究の 結．果は 口本小 型船舶検査機緑宇よ り報告 雌と し

て 1．LIJ阪 さ れ て お り
1＞，2 ）T

：〉，　模 II理笑 験 ｝こ 隈iして は ，船

研
，d）

よ り，また シ ミュレ ーシ ョ ア に 関 して は 束大
s）

よ

り， 目本造船学会秋季講推鞋会 に 発茨 され て い る．
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　本論文は ，日 本小型船舶検杏機構 よ り報告書を 出 t、

た 後 に 解析され た実船試験の 訓頭 rl結 果 を 主 外 と し，．L

記報告書 ま た は 論文の 補足 の 意味 で まとめ た もの で あ

る．

2 ．試験艇及び装備

　実船実験の 使用艇は ， 各種計測 を行 うた め の 特殊仕

様を満足 し，しか も現在最も標準的な船型の ・・一ドチ

ャ イ ソ ・デ ィ ープ V 型 で あ る ヤ マ ハ　STR −20HT ！1［⊥
モ ータ ーボー トを 試験艇 として 選定 した ．

　試験艇の 主要 目，その 他 を Table　1，　 Fig・1 に 示

す， こ の 試験艇 の 船底に は ，Fig．21こ 示 す よ うiこ 14

ケ 所 に 水圧計測用 の 孔 を あけ， li測器類 1・よ Fig．3 の

よ うに 配置 し ，収 り付けに は衝撃加 速度を緩和さ せ る

た め の 計測器台を 設け，計器の 始動お よび 停 止 を リモ

コ ン 装鼠に よ り，ワ ン タ ッ チ で 同時に 操作で きる よ う

に な っ て い る。こ の ほ か，試験海面に着底式波高計等

（Fig ．4 ） を 設 LSIし ，試験法 も詳細に 検討す るな ど，

か な り周到な用意の もとで 実船試験が 行 わ れた．

Table 　1．　 Particulars 　 of 　 vehicle

項 　 　 　 日

全 長

型 巾

型 深

船 型

舟亢　　続　　翌巨　　冑征
（4／ 4 に て ）

総 　ト　ン 数

最 高 速 力

燃 料
1
搭 載 量

主 　 機 　 闘

駆 動 方 式

定 重卜

資 格

航 行 区 域

主　要　日　等

5．99M

2．44M1

．24M

デ ィ
ープ V 型

88海 里

4，8GT35KT150

　2

ボ ル ボ 厂7ミジダAQ200 ／280B

2qOPS ／4400　rp ユL ．
ス タ

ー
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Fig．4，　 Measurment 　 of 　 wave 　 with 　fixcd　 or

　 　 　 moored 　 wave 　 meters ．
セ ン サ』 氏 セ ン サ 臨 区

134 ．508 二 9．OD
224 ．592 　13

3255Io23 ．0
“ 29 ．0 層　夏 2 引．2
5 ユ 9，3 夏

’2 ！　 9B

533 ．o1319 ．5
72501 　42go

Flg．2．　 Arrangement 　 of 　pressure　gauges 　 and

　　　 its　dead 　rise 　angles ，

Fig ，3，　 Arrangement 　 of　 rneasurment 　 gauges

and 　apparatuses ．

3．試験海域 お よ び試験

　今 回 の よ うな 数多 くの 計測 器類を使用す る実船試験

で は ，事前 の 準備が 試験結果 を左右す る の で 万全な 機

能を もっ た 基地 が 必要条件 とな る．こ の 見地 か ら試験

海域は ，静岡県浜名郡今切沖 と し ヤ マ ハ発動機  新居

二〔易を 基地 とし て 使用させ て もらった ．な お ，波高計

測，一
般計測 お よび 危険防止 の た め 伴走艇 を 同行させ

た。

　 ii式験は ，波 に 対す る出会角が45
°
お ぎで 360

°
ま で の

8 ケース を 船速 を変えて 航走 （
・．．一

航走60秒） し，縦揺

角，横揺角，船首 お よ び船尾に お 目
國
る．上下加速度，船

底衝撃水圧14ケ所 の 同時計測を試験艇で ， 海象状態お

よび航走姿勢の 観測を伴走蜒で 行 っ た ．試験回数，期

口お よ び 海象を Table 　2 に 示 す ．

4 ．計 測 結 果

　実船試験は 3 に 述べ た よ うに ，数多 く行われ た が，

50年度，51年度は 計器 の 故障や，予想外 に 大 きな 加速

度 の た め 計測器台が破韻す る な ど o，故障 が 相次い で 起

こ b，満足な データ を得る こ とが 出来 な か っ た が ， 52

年度 は 総 て の 不 只合が 調整 され 順調に 計測を行 うこ と

が で きた ．特に 12月 7 ，8 ，9 「1の 3 日間 に 亘 っ て 行 っ

た 試験で は，理 想的な 海象 に 恵 まれ て 貴重な デー
タ

を 得 た． こ こ で はそ の 内解析 され た 数例を 挙げて み

る．

　4．1 高速艇 の 船底衝撃水圧分布に つ い て

　麗則 波中の 衝撃圧 は発塗匿メ カ ＝ ズ ム か ら考 え て 大別

し て 二 っ に 分け られ る
”），

5 ）．一
つ は 高速航走時 の 跳 蹕

現象に 起因 し，船尾 よ り着水す る こ とか ら船尾 に 大 き

な 衝撃分命を も ち，順 に 船首側 に 小 さい 衝撃圧分布 を

もつ も の ．他 方 に は 船 体 の 跳 躍 しな い 場 合 に 船首部に

い わ ゆ る ス ラ ミ ン グ に よ 勇亜f撃圧 が 発生 し，値は前者

に 比ぺ 小さい もの で あ る．と こ ろ が実船実験で は，波

は 不規則波で あ らゆ る 方向成分 を もつ の で ，シ ミ ュレ

ーシ ョ ソ KoPt型 実 験 の よ 触 ご 現象が 上記の よ うに 明

確 に 表わ れ る こ と は期待で ぎな い が ， 実船実験結果 よ
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Tab ！e　2．　 Sea　 oonditiQns

年

度

50

51

回

数

1

期

H

11／19

2i

畧 r
．
7 ／16

45

…
戸
0

7 ／179

／ユ

9／21e

！21

風 ；凸」 風 速 （m ／sec ．）

海 象

う　　ね 　 り 風

波 　 高
 

波 　 畏
圃

浪

波 　 長
 

波 　 高
＠

試験 艇，計 器 類 の 作勳確 認試 ｝葺灸

計 器類 の 作動確認

78

試 験艇 の 試 験 状 態 計測 お よ び 予備試験

SW 〜W 　 　 6　一・’10

SW 　　 　 　 4

W 〜NW 　 　 　6 〜9

10／
’
22　 W 〜SW 　　1．5〜 4

12／2

9 12f3

10 7　f27

11

五2

91301012712

〆7

w 4．8〜・5、2

N 〜NNE 　 　 1 〜3

52

SSW

7070 O．2〜1．41

．2

8〜12

微風

13

　 　 　 　 　 2，5〜3．5

SS 王雪〜S 　 　 1．2〜2．2

50

1415

6030

〜5080

0，3

2 〜471

．5〜2．8

1．0

∩

O

  ．6・M1 ．2

12／81219

20

N

0．8〜1．0

　 0，6

3 〜 54

〜 7

9．5〜11

WNW 　 　 8、8〜11

6

15〜25

ユ5〜20

3 〜58

〜15

0、8〜1．0 6 〜工 

0．6〜0．8

O．lt−−O．30

．50

，1〜O．2

0，4−−O，7

0．3〜0．50

．3

0．4ヘノ0．5

0．3・MO ．5

0．8〜1．1

0．5−’O．8

kg／c 
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Fig．5．　 Examp ！e ｛＞f　impact 　pressure 　 with

　　　　longitudinal　distri！）utioll ．

り傾向は 一応 見て とれ る ．Fig，5 に 正面向い 波中1’こ

お け る 最大衝撃ぼ （Pmax ） と％ ．較大衡il彝圧 （pd／3）

の 分布を ，海象の 異 な る 場 舎に つ し・て 船長方向 の 分布

に し て 示す，な お ，こ こ に 示 した データ の うち 9 月

30日に．比べ 12月 7 日は 海象が シ ビ ア で，実験状熊｝§：耐

久試験 に 対応 す る もの で あ る ．

　12月 7 口の データ ｝よ船体が跳躍運動 を行 っ て い る場

合で ，明 らか に衝撃圧 は 船昆｛；illが 大 きい ．9 月30 日 の

Pmax も船 尾 で 圧 力 の ピ・一ク を もち ，や は り 跳躍に

よ り船．尼か ら着水 した こ とが 知れ る ．しか し 9 月 30冂

の P 偽 の 衝撃圧分布は 楓 鶉1拾長方向に
一

様 な 大きさ と

な る．こ れ は そ の 時 の 海象が 艇跳躍 が お きるか 否か の

限界に 近 い た め ， P 掩 を と っ て 考 え れば 圧力分布 は

釧1躍 が お こ らない 時の 圧力分布の 概形 を示 して い る と

考え 明
・
しる．さ らに 船体横方［f・J　・） 圧力分布は 船体が

hee1 して い な い な らば，　dccp　V 　bottom で は 最初

に 着水す る船体巾心線上に 大 きな圧力が 発生 し，船側

プ了lr滑こ圧 力を 減 じ な が ら・伝幡す る と考え られ る ．12月

7 「ユと 9 月30 口 の 結集を ord ．3 と ord ，6 に つ い て

Fig．6 に 示す ．　 seeti 。 n に よ っ て 修胸 が 多少異 な り，

全体 の dead　rise 　angle の 大 ぎい ord ．6 の 方が 圧力

分布の 変化が 少な い こ とがわ か る．また 海象 の 異 な る

何 回 か の 実験か ら得 られ た 主 な 船体部分 で の 最大衝撃

圧を波高や 波炎 を べ …川 こ
， 向波 と 斜向波 の 易 合 に っ

い て 表わ す と Fig．7 の よ うに な る． こ の 図か ら波高

が あ ま り大きくな っ て も船 速 が 低 下 す るた め 衝撃）liは

か え っ て 小 さ くな る こ とや，船長の 2 傍位 の 波長 の 時

に 大 ぎい 便撃圧が 発生 して い る こ とがわか る ．

　戞、2　tt・水姿 勢 と 衝撃 圧 の 関係
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　（1）　ピ ッ チ 角 と衝撃圧 の ［男係

　暮水 して 各圧力計 に 衝撃圧力三発生 した 瞬閲鯛 廷の ピ

ッ チ 角を読 ん で 衝撃圧 との 関係を み る と Fig，8 の よ

うに な る ．船厖で は ピ ヅ チ 角 が 頭．．Lげ で あ る ほ ど衝撃

圧 が 大ぎい 傾防が み られ る が，こ れ は ピ ツ チ 角 が大 き

い 時の 方が大 ぎく眺野蜑．．て ，接水速度が 大きくな るた

め と考 え られ る． こ れ に 反 し，船首 で は ピ ッ チ 角 に

無関係か ，む しろ ピ ッ チ 角が小さ い 方 が 衝撃圧が 大 ぎ

い ，こ れ は 船首部 の 衝撃圧li／’艇 が跳躍 しな い で も発LI

し，し た が っ て 跳曜の 商 さ よ りもむ しろ接 水 角が 影 1，1・，ii
し て 小 さ い ピ ッ チ 角 の と きに 衝撃蕉 が大 きくな る もの

と考 え．られ る．

　（2） 横傾斜 と衝撃圧 の ［ttl係

　横 傾 斜 と衝撃圧 の 大 きさ の 剛係を 調べ る た め ，着水

時の 横順斜を 横llll！［に 衝撃1−Eを プ Pt
ッ ト し て ．み る と，

Fig．9 の よ うに なる． こ れ よ り見て ，船 の 片側だけ

に 着 1ヨすれ ばそ の 側 に 船が傾 い た 方 が 衝撃圧 が大 き く
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な っ て い る、 こ れ は 横傾斜に よっ て 船底勾配が 見か

け上 減 じ，接水角が 小 さ くな る た め と 考 え られ る．

（Fig．10）．

　（3） 船体の 着水 姿勢 と衝撃圧の 関係

　ピ ッ チ 角 と P 一ル 角 の 総合影響を 見 る た め 立体図 を

P（kg’cm2 ）

一12　 − 3　 −4　　 0　　 4

　　　　 RoIling　　Ang 【e （deg ｝

　 　 　 o 　　　　　　　　　　　’

X ＝ 180　　　Dec．9　77

812 　　 20

Fig．9．　 Rolling　 angle 　at 　a 　moment 　 of

　 　 　 　impact 　pressure 　 apPears ．

健

φ

W β L
α aム．

 
・ α 飼φ

Fig．10．　 Definition　of 　tangential　anglc

　 　 　 　 between 　 water 　 surface 　 and

　 　 　 　 bottom 　@of 　 vehic 夏e

P（k9／乞
rn

jx ＝
10n@

　

D77Fig ．11 ，　Asteric　view 　 of　impact 　prc

ure 　　　 　v

ue， f 乍 っ て・みるとFig ．11 の ように な る ． これ

見る と 明
ら

かに pow − up で か つ 水 圧 計の つ いて

る 側 に傾 斜 して 着水したとぎに 大 きな 衝 撃 圧 を生

て い ることが 判る． な お ，反 対舷傾 斜 の 場 合 の

ー タが少ない の ぽ，運 転者の 癖 で無意 識に運転

の あ る 側 （ 水圧計 の つ いて い る 側 ） に 傾 け て着

する

めと考え られ る． 　 4 ．3 実船試 験 時 に 発

する衝 撃 圧分布 について 　船
底に 発 生 す る 衝撃圧は

竹川 6 ）の行った 船首衝撃 圧
の

実験解析 結果と同様 な IQ

|normal 分布 を す る と

考えて統計的解析 を行

た． 　（ 1 ）衝
撃 圧の 分布 　船底 衝 撃

圧 のピ ーク

を Pmaxと すると，　Pmax はlog − norrna

ｪ 布に従うもの とす
る

つまり分 布
の

確

率
密 度関

数
／P

が

@ 　 　 擁）一》万1 。・・卜（

≠2 ｝ ここ で κ；1

　Prnax 　　　

： X の 平均値 　 　

吻 ： X の 標 準偏 差 に な る と イ 反定し た ． 　ここ

ある 圧力言 1 に つい ての衝撃圧の 累積 密度関数 を片対

紙に霽 く とFig ， 12 と なる．さら に対数 正 規

率
紙
に 衝 撃圧のピーク値を 解析した結果 をプ ロツト オ霜 ると Fig ．13 ，　

g ， 14 となる ． 　fitness を， 　x24 寅 定

階 数 k； 8 と して調べる と 90 ％ の 信 頼 性で 10g

normal 分ン 市 と考え て よ い

と がわ
か

た． 　   　 最 大 期 待 値 とそ の分布に つ い て 一38 一



The Japan Society of Naval Architects and Ocean Engineers

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Naval 　Arohiteots 　and 　Ooean 　Engineers

3
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　

」

O
　
　
　

　
　
　
　
　

O
　
　
　
　

　
　
　
　

Q

ら

。」 　 　 O．5 　 1　 23 ・ ゆ  Aq

Fig．12，　 Example 　 of 　probability　density

　 　 　 　 of 　 impact 　 pressure ．

％

99．9

99

％

5Q99

50

lo

99、9

99

5099

50

　 9（P6）

3

　　　 0・l　 Q512 　 　 「。監Aq

F呈9．14．Cumulative 　distr工bution　of 　i皿 pact
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Table　3．　 Expccted 　nlaxi 皿 um 　impact 　pressure

P 　 1

　 2

　 3

　 6
　 8

　 9

　 12

　 13

NT ＝瓢230m ／11 Pex

1812235021491734195720831266

ユ208

7，24　kg／cm 　
2

6．936

．496
．839

．816

．986
，6411

．42

10

　　　　　　　。・5123 ・ 1。kA
，

Fig。13，　 Curnulative　distribution　 of　 impact

　 　 　 　 pressure．

　  　の 解析に よ り，衝撃圧 の 分布は 短朋分布に お い

て も Iog−norma1 分布をす る と考 え て も よい こ とが わ

か っ た ．

　 こ こ で 小 型高速 艇 の 耐 用年数 ll1 に うけ る 衝撃圧 の 鹸

大期持値を 求 め て み る こ とに す る．今 ， 小型高速艇は

その 耐用年数中に 10G 以 上 の 加速度 ttt、230 町
II
渡遭遇

す る と して 設計 され て い る とい わ れ て い る．今 回 実 験

中 に 10G 以 上 の 加速度に 遭遇 し た 回数を η 回 と し て ，

衝撃圧 の 発生回 数を 挽 回 とすれば ，
Nfl　・・　230・nzfn 回

の 衝撃H三発生に 対応す る最大期待値を求め れぽ よい こ

とに な る．実験期間中 n ＝50 で あり m は それ ぞれ の

水 圧計 に つ い て 求め られ て い る の で Table　3 の よ う

に 最大期持値 Pex が求 ま る．た だ し，最大期待値 は

次式に よ り計算さ れ る．

　　　恥 呵耐 畷 ・・瀚り
　　　 こ こで・Xten”　iogYp，　伽 司 09 の

　さ らに 衝撃圧 の 最大期待値を 文寸
’
数 に と り，船底勾配

βと と もに グ ラ フ に 描 くと Fig。15 とな っ て dead

rise 　 angle の 「奘i数に な る こ とが わ か る．

　設 計 値 と し て は こ の 値 は 過大評flli「で ある の で ，別 の

平均水圧 の 考え 方
5）

に よ り比 較 的大 きい 衝撃圧力の 発
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Fig．15．　 Distributien　of　 expected 　 max

　　　　 pressure　 and 　 an 　 example 　 of

　　　　 nlcan 　 valUC 　 analised 　by 皿 can

　　　　 of 　space 　expanded 　technique ．

生 した 時 の 例か ら計算した 値 を対数 に と一・
） て F　ig．15

に 示す．船首，船尾 を1徐い て は ぽ 「ee］”i係 を示 し ，こ

の 場合に つ い て は最小二 乗法 に よ れ ば

　　　 P （β）− el ：・．」’

で 裘わ され る．

た だ し p
“

； a ÷ bln 　Pex ，β in　degree ，　 a　＝・　19．．36，

う輝24．5 と L．　）’こ と き r2 ＝0，6677 とな る ．

　 こ の こ とは ，最大期待佃，つ ま り艇 の
一

生 の うち

で 受け る衝撃圧 の 最大値 は ，船首，船尾部を 1：余い て

dead　 rise 　 angle の 関数 に な っ て い る こ とが わ か り

臾 味深 い ．

　4．4　衝 撃圧 と上下加速度 と の 関係

　船底に 大ぎな，釘撃1「
．
iを生 じ る よ うな 状態 で は ， 上 下

加速度 も大ぎくな り，乗員：こ と っ て苦1、．IIとな る こ とは

経験 上 わ か っ て い る が 7 今回の 汁測で も明 らか な相1謁

が み られ る．Fig．16 は一航走i匝こ 生 じた 最大加速度

と最穴南撃圧 の 圓係を示ずもの で ，

一・
っ の プ 1・

ッ トが

一一一航走 に 柑当す る ．こ れ よ り見て 明 らか に ，大 きな 冠

撃圧 が 発生す る と き、こ は 大ぎな 加速皮 を生ず る こ とが

わ か る．

　さ らに 微視的に 衝擘圧の 発生状況 と加道二度の 発生の

時間的な 関係を 調べ て み る と意外な こ とに 気 が 付 く．

Fig ．17 に 衝 r 圧 と 加1玉度と 艇の 蚕勢 の タ イ ム ヒ ス

1・リーを 示す． P13 ，　 P 　12，・一 ・
は 水圧計の

．
函景で

Fig．2 に 示 し た よ うに 艇の 長手方 向に 並 ん で い る．

加込度言i．は forc に 50G ，　 aft に 20G の 容量 の もの を
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取 り付けて あ る．

　まず
一

盖船 圧 に あ る 水凡計 P13 の 。コ速 を左か ら見て

行 く と小 さな 山 が 日．iて い る．こ れは 艇 が汲、，・ら1∫llれ る

叭 同 に 水 面が こ こ を ゑ 己した こ とを 示 し、こ の i［・S・点 か

ら艇 は 跳雁 して 空中
．
を飛び ，1

−
fび 船尾 か ら 着水 し て

P13 に 大きな画隼圧 ぎ 生 じる，と こ ろが こ の 時点て は

加迭反 話は 伺 後と も 全 く加速皮に を地：じて い ない ．艇

が さ らに 没 水 し て
．一

つ L］1の 水 圧計 P121こ！n」
「
J 圧 を 生ず

る 頃に な っ て 初 め て 圸1尾 の 力「吐 rゼ 「に 余 り強 くない 加

速度を感 じ，船首の 加．L．一皮 μ ［
．
に 1’よむ しろへ

」
ヤ ド向きの

．JJ い 加速度 が 生 じて い る．こ の 時点 で 艇 コ詢1｝上し を突 き

上げられ て 飄 ドげに な る の が pitch の is−L ，，tcか ら 判 る

が，志外なの は こ の 1↓亅訊 で 加避良が余 り大 き くな い こ
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Fig．18．　 Two 　groupes 　 Qf 　 acce ！eration ．
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とで ある．さ らに 艇が 没水 し て P9 か ら P6 （ほ ぼ

僉）臣ま で が 水面 二接 し，大ざな初 引Lを生ず る よ う

に な る と，船貢尾両加逸度髭［と 〜』大 きな上向きの 加速

皮を感 じ，pitch （及 び 恐 らく hcave も） が 心 し〆に

頭上げに 「云ず る．

　糸1月，働塁圧 1［体は む し．ろ 1ボ ｛ の P13 ，　 P12 あた り

が大き くな る が，加迷度 1  彡響 す る の は lll：1体q一映 i［附
近の 衝 ＋ 圧 て あ っ て受1 面私が広 い た め ，大 きな仙 L呈

力 とな る もの と 6え られ る ．

　船 1 祁 と船，L ｝1鋤 加 廻工疋 e 同 し｛王、謬圧発ぐL時乃 値で

示すと Flg，18 の よ うに な り実緑 と破 r を と り囲む よ

うな二 つ の ，t，｛に 分けて も よ さ そ うで あ る ．破 線 ビ 閃 む

群は 船底全者が 同 「［．tCfili

’
水 して 耐 ズ儿 ；ぽ同t．．）． 　D 　rJIT

速度 が 生 じた 易合 と して ， また 人 静， ど 囲む jt、羊は1］1尾部

が先に 着水 し，そ こ を麦点と して bow　down し た 結

果，前 、llで 大ぎな 加辻度 、メ生 じた Ii今と して 譜 える こ

とが で きる．船首 ， 船超各 々 の カ［1迎厂 こつ い て 宥∫享圧

と 同様に し て 対数確茸砥 に 衣 わ t．．．て み る と Fig ，／9 の

よ うvこ な っ て 10g−norrnal 分布 イゴ
『1
’
る よ うで あ る iJ

’
IJJ

撃圧 の よ うな師 ．1荘 Eに は の らな い ．

5 ．結 言
　「

　小珊 ”厳 の 1：1｝臨 摩 ・こ 閖す る 犬胎夫験嘱
・
晃 次

の よ うなこ とが 明 らカ ヒこな っ た ．

　（1） 海象 丿ミ厳し く跳 此 しやす い 亅．・　
”

1・｝よ衝 ‡圧力も加

辻度 も大 きくな る．

　（2） 全般的に dead 　riBO 　angle が小さい 方ガ人 き

い 山 』圧 を受け る、

　（3） MidshiP よ り前丿广Cは ヌ胴 角皮 が 小 c・い 方が

大きい frl．圧を：乏け る ．ま た1
「
己近伍で は 右水認皮 が

速 い ほ ど大 ぎい 仁J「
、のτを 覚 け る．

  両速鼠 蝋 椥 乙 甑 衙 工 も大型船 の
．
rf目 波浪

行 寮圧 と冂様，刈 ぬ 口 分布 を す る．

（5＞ 小一丿・⊥1
’
liL　mi　Lrの rlf」餐 諏 ・｝

・
に 受け る 佩 広 の 雇 大

和軸よ；
「

c のt？二匚丿Ja）
，e生 曾

参
二
る 1

−
「…ブJμ 1．閉）仙二rl　io：）　dead　rise

angle の 閃滋と み なす こ とが で きる ．

　  　沿 1れこ 勧 く仙
［、「Jm）［q度は 受圧 甬 私 ガ あ る禾 支大

ざ くた っ た と ぎ，す な わ ち 船材†「央 i」区｛」近 まて 着水 ｛．．、

tこ とぎソくきく屮 わ才f．る ．

  漁 lll
．
近 に 生つ る大 きな 加」 度口 漏

・
そ の も の

が 肩 水 し た と きに 二「三ず る 川∫ジ
1芝ビこ ，pitching　JI：Tbl，＝

よ る頭下げの 加込度が 加わ る 結果，船 尾付近 よ り大き

くな る も の と影 身．られ る ．

O，5　 1 5　 iO 15

Fig，　19．　Cumulative 　distributlQn 　of

　 　 　 　 acceleration ．

善身
騨＝胃
卩

邸 辞

　〆老 らは，人験 に あた っ て そ の 遂行に 勞力 し て 下 さ

っ

’S．向産∫1廷船底i，［、肥例充」員会 の 委馬 馴 ：や，口本小
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型船舶検査機構の 職員の 方々 ，及びヤ
ー
“ ハ発動機  ボ

ー ト事業部の 閏係者に 深 く御礼申 し上げ ます，

　また ，初期 に お い て委貝と し て 実験に 参加 さ れ，有

意義な提案 と指導を 賜わ っ た束京大学生産技術／／」　1
’
究所

前 田 久明助教授，及 び デー
タ 解 析 に 脇力 し て い た だ い

た東京大学石井裕司技官 ， 川村武男技官，鈴木夊「舸支

官，岩瀬律雄披官に 謝意を 表 し ます．
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